アリストテレス自然法論の再考 : 「ハプロース・ディカイオン」の意義に即して by 高橋 広次

































































































































































































































































































































































































































































































































































ケルゼンは， 『弁論術』 は， 理性にではなく聴き手の感情に訴えることを目





































アリストテレスは 『弁論術』 で 「自然法」 （nãmoV kat£ fÔsin） という名称を
はじめて記したが，その思想内容は彼自身のものではなく，前 5世紀アテネ























































































比較的近著では，Fred D. Miller, Jr.『アリストテレス政治学における自








































































れている箇所である。法哲学者の Karl Hildenbrand はその著作『法―国家
哲学の歴史と体系』で，この箇所を移動させ，国家的正が中心テーマとなる
1134a23–1135a15 を 1133b28 の後に置くことを提言している30）。そうすると， 
「先に述べられた」文章が，商品交換における応報的正をテーマとする文章
と直接につながる。ここから先は筆者の愚見でしかないのだが，もしそうで
あるなら， 「無条件的意味での正」 とは， 「先に述べられた」 こと， すなわち， 
そこで論及されている「正」は，交換的正，それのみならずこれを含む特殊
的正，さらにこれをも部分として含む全般的正たる適法的正であるから，こ































































  ポリティコン･ディカイオン（国家的正）；具体的普遍  
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ズの「水平的区分」側に立つ。“there is always side by side with the conventional 
or positive law a natural law to be found”.
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